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小学校社会科ビデオ教材の活用目的と構成形態
The Purpose of Usage and Organic Pattern of Video-Tool onSocial Studies of Elementary School
Ｉ。はじめに
今日の社会科は
，学習者自らが様々な社会事象をと
おして情報を得
，活用していく中で社会認識や判断力
を高めていくことを重視している
。すなわち，これか
らの社会科では
，「自己の問題を発見し，発見した問
題に即して解決の見通しを立て
，必要な情報を収集し，
考察・整理し
，自己の問題解決に役立てる」という，
情報処理能力が求められているといえる
。
そのような中にあって
，ビデオ教材は，間接体験を
とおしてマクロからミクロのまでの様々な情報を凝縮
して提示できるので
，情報提供の容易な手段として活
用されている
。さらに，社会科におけるビデオ教材の
活用状況を見ていくと
，放送教育の録画教材・市販ビ
デオ教材・自作ビデオ教材を授業者の意図で再構成し
学習者に提示する活用が盛んにとられている
。このよ
うな利用状況にあってビデオ教材は
，匚教えるための
教材」と匚児童の主体的な学習のための教材」としての二つの活用があるといえるＯ
今日
，活用されているビデオ教材のほとんどが［‾教
えるための教材］としての利用である
。「教えるため
の教材
」として，ビデオ教材は授業者の立場に立った
情報を一方的に提示し，学習者が情報を受動的に習得
していく利用がなされている
。まさに，ビデオ教材を
第二の教師として取り扱っているといえる
。学習者が
様々な社会事象から情報を獲得し
，活用していく中で
社会認識や判断力を高めていくという情報処理能力の
育成をめざすためには
，このようなビデオ教材の受動
的な活用ではなく
，学習者自身の主体的な情報の活用
が要求されている
。しかし，多くのビデオ教材のよう‘
に制作段階において
，活用目的が「教えるための教材」
として
，一方的な情報の提示を行う構成形態では，活
用段階においていかに学習者の主体的なビデオ教材の
活用をめざしても効果を高めることはできない
。
そこで
，小学校社会科におけるビデオ教材の主体的
な活用を保障するには
，それぞれの活用目的を保障で
きる構成形態のあり方を追求する必要性がある
。
本研究では小学校社会科における市販ビデオ（40事
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例）および自作ビデオ（22事例）における106のシ
ー
クエンスを考察対象として
，それらの特性を活用目的
と構成形態の視点から類型化する
。さらに，各類型に
おける典型事例を分析することによって小学校社会科
ビデオ教材の特性および課題を明らかにしながら
，主
体的発展的な学習活動をとおして情報処理能力を育成できる小学校社会科ビデオ教材の構成形態を明らかに
する。
ｎ．小学校社会科ビデオ教材の
活用目的と構成形態め類型
研究対象としての小学校社会科ビデオ教材の特性を
明らかにするために
，第一は社会科におけるビデオ教
材の活用目的を類型化する
。第二に，情報相互の組み
合わせ方に注目し
，構成形態を類型化する。
１．小学校社会科ビデオ教材の活用目的の類型
第
一の視点に基づいて小学校社会科ビデオの活用目
的を類型化すると
，ビデオ教材をとおして情報を学習
者に教授する『情報の教授型』と情報を学習者が主体
的にとらえ学習に活用する『情報の学習型』の二つに大別することができる。1）
①情報の教授を目的とした社会科ビデオ教材
『情報の教授』は
，学習者がビデオ教材から提示さ
れる情報を受動的に受け止め
，知識として習得したり，
ビデオ教材の制作者の意図に即して事象を理解したり
するための教材である
。すなわち，教師がビデオ教材
を
，第二 師として活用レP青報を教え込む働きをし
ている
。さらに，活用目的を細分することにより『情
報の教授』のビデオ教材を次のように類型化すること
ができる
。2）
（ａ）情報習得
この類型のビデオ教材は
，教師が学習者に情報を定
着させる活用目的をもち
，学習者はビデオ視聴をとお
して受動的にビデオ教材に含まれる情報を習得できる
教材である
。該当する事例には各務原市立陵南小学校
鷲見隆司氏と各務原小学校　宮脇和典氏制作の「‾わた
したちの生活と運輸業」等６事例を見ることができる。
（b）情報理解
－27－
この類型のビデオ教材は，教師が学習者に情報を理
解させることを活用目的とし，学習者はビデオ教材に
含まれる情報の読み取りをとおして，情報に関する教
師の意図を受動的に理解する教材である。該当する事
例には岡崎市視聴覚ライブラリー制作の「岡崎のハウ
ス団地」における第２シークエンス等58 事例を見るこ
とができる。
②情報の学習を目的とした社会科ビデオ教材
『情報の学習型』は，学習者がビデオ教材から提示
される情報を主体的にとらえ，学習に活用していく目
的を持った教材である。『情報の学習型』 には，学習
者がビデオ教材の情報を 贋意的に注目したり，必要な
情報を選択したり，さらに収集した情報を考察・整理
したり，情報分析をとおして探求したりという一連の
情報処理能力の育成を目的とした教材である。『情報
の学習型』のビデオ教材をさらに細分すると次のよう
に類型化できる。
（ａ）情報着目
この類型 のビデオ教材は，学習者が与えられた情報
に主体的に着目し，事象に興味・関心を持ったり，学
習意欲を高める目的で活用される教材である。該当す
る事例には岡崎市立北 野小学校　 湯本道孝氏制作の
匚三河仏壇」等20事例を見ることができる。
（b ）情報選択
この類型のビデオ教材は，学習者が主体的に必要情
報をビデオ情報の中から選択・収集する目的で活用さ
れる教材である。該当する事例には東映制作の「さか
なやさん」等18事例を見ることができるｏ
（ｃ）情報分析
この類型のビデオ教材は，学習者が主体的にビデオ
教材から情報を選択し分析する中で，問題意識を高め
自己の問題解決に役立てる目的で活用される教材であ
る。該当する事例には瀬戸市視聴覚研究会制作の「陶
土のある町」等８事例を見ることができる。
以上の類型結果をまとめると図１－１のようになる。
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図ｎ－１　活用目的の類型
２．小学校社会科ビデオ教材の構成形態の類型
構成形態においては，ビデオ教材に提示される情報
の組み合わせ方を映像情報や音情報から総合的にとら
え，「メディア・ミックスにおける情報 の組 み合 わせ
方」を視点に類型化する。以下，その類型を示す。3）
①順接的構成形態の社会科ビデオ教材
『順接』の構成形態は，生産過程，時間の経過， 思
考過程などに沿って，情報を提示する中で当然 の結果
や発達情報を加えていく情報提示の形態をとっている。
該当する事例には，新学社制作の 匚ゴミ」の第２シー
クエンス等20 事例を見ることができる。
図Ｈ－２ 『順接』の構成形態モデル
②付加的構成形態の社会科ビデオ教材
『付加』の構成形態は，関連情報が， ベースになる
情報に累加させていく情報提示の形態をとっている。
該当する教材には新学社制作の「集積回路ＩＣ」等，
16事例を見ることができる。
図II－3 『付加』の構成形態モデル
③重複的構成形態の社会科ビデオ教材
『重複』の構成は，同質の情報を繰り返す情報提示
の形態をとっている。該当する事例には東映制作の
「ゆうびんきょくのしごと」の第１シークエンス等５
事例を見ることができる。?
?
図Ｈ－４ 『重複』の構成形態モデル
④補足的構成形態の社会科ビデオ教材
『補足』の構成形態は，ベースになる情報を，他の
情報を加えることで補うような情報提示の形態をとっ
ている。該当する事例には新学社制作の「防災」の第
－28 －
図Ｈ－５ 『補足』の構成形態モデル
２シークエンス等32 事例を見ることができる。
⑤並立的構成形態の社会科ビデオ教材
並立型の構成形態は，共通テーマを持った複数の情
報を対等に並べる情報提示の形態をとっている。
該当する事例には宮城県古川管内大崎録画教材グルー
プ制作のF ‾駅ではたらく人たち」等13 事例を見ること
ができる。
?
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図n-  6 『並列』の構成形態モデル
⑥転換的構成形態の社会科ビデオ教材
『転換』構成形態は，はじめに提示した情報と異なっ
た新たな情報を提示する情報提示の形態をとっている。
該当する事例には岡崎市視聴覚 ライブラリー制作の
「生まれ変わるゴミ」等７事例を見ることができる。
・　　　二
図ｎ－７ 『転換』構成形態モデル
⑦対比的構成形態の社会科ビデオ教材
『対比』の構成形態は，相反している情報等の異なっ
た情報を対比させる事例提示の形態とっている。該当
する事例比は瀬戸市視聴覚研究会制作の 匚陶土のある
町」等14 事例を見ることができる。
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図ｎ－８ 『対比』の構成形態モデル
活用目的と構成形態の関係を示すと表ｎ－１の様に
なるｏ
表Ⅱ－１からこれまで活用してきた社会科ビデオ教
材が構成形態によって活用目的を固定される傾向にあ
ることがわかる。例えば，『情報の教授』においては，
付加・重複・補足に集中し，『情報の学習』にお いて
は順接・並立・転換・対比に集中している。特に，学
習者が社会科ビデオ教材をとおして主体的に情報を得
－29
て，分析検討する中で学習を発展させることを活用目
的とする「情報分析上の構成形態には，順接と対比の
構成形態に集中していることがわかる。
そこで,･次に「情報の学習」おけるそれぞれの構成
形態の典型事例を抽出し分析することで学習者主体の
情報活用を可能にする構成形態のあり方を明らかにし
ていく。
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Ⅲ。情報の学習を目的とした構成形態
ここでは『情報の学習』を活用目的とした典型事例
を抽出し，分析することで構成形態の特性と課題を明
確にしていく。
１．順接的構成形態の社会科ビデオ教材事例
順接的構成形態をとる『情報の学習』を目的とした
ビデオ教材には「情報選択」11 事例と「情報分析」３
事例をあげることができる。そこで，「情報分析」 の
中から典型事例として，仙台市立馬場小学校視聴覚教
材グループ制作の「埋 もれ木細工」を抽出し分析す
る。
（1）活用目的
この教材の制作意図を見ると「具体性のある物を素
材として教材化し，それにより児童の関心が高まり，
学習をとおして一般化や概念化を図る」意図を持って
いる。さらに，活用においては「このビデオを試聴す
ることによって概念的抽象的に流れることなく心情的
な側面を具体的にイメージ化し，伝統を重んじ地場産
業に根づいている日本人の心を少しでも学びとり，伝
統的な工業の今後について問題意識を持って見守る児
童を増やしていく一助にしていく」「ＶＴＲ を もとに，
身近な郷土の伝統工業について考え，仕事や努力の様
子をとらえるとともに伝統工業の問題や悩みに気づく」
等をあげることができる。 これらのことから，学習者
がビデオ教材をとおして情報に着目し学習に関心を持
ち，必要情報を選択し，分析する中で伝統工業を学ぶ
ことをめざしているといえる。このことから，このビ
デオ教材は学習者の主体的な情報の判断, 情報の選扼
情報の分析を目的とした教材である。
（2）構成形態
この教材を構成する情報をあげると匚材料調達」
「‾材料選び
」匚木とり」厂ほる」匚とぎ」「‾うるしがけ」
匚室入れ」厂最後の漆掛け」などをあげることができる。
これらの情報は，材料調達において歴史的背景を解説
したり，作業の途中に職人さんが減って困っていると
いった情報を加えてはいるかほとんどが匚道具や工程
の名称にあまり深入りせず，できあがるまでの様子を
構成形態　図Ⅲ－７
児童の目で観察させ児童の心で技術の高さや製品の美
しさをつかませ評価できるように工夫した」という製
作者の意図を受けて制作者によるナレーションが割愛
されている
。このことから，このビデオ教材は，より
素材に近い情報を順々に提示する『順接』形態をとっ
た教材である
。
（3）特性と課題
この教材は
，より素材に近いために多くの問題点を
学習者に投げかけてくれる教材である
。例えば学習者
が人の様子に注目するとビデオ教材から工夫や努力
，
技術の高さを贋報として得ることができる
。材料に注
目すれば
，材料不足や手に入れにくくなっている現状
を問題点として考えさせることもできる
。さらに，近
代工業との比較をとおして
，伝統工業の特性理解にも
つながる
。このように，この教材は学習者一人一人の
視点から学習課題を引き出し
，情報を抽出し，分析す
る中で学習を深めていける教材である
。しかし，この
教材はあまりにも活用範囲が広く学習者の情報処理能
力を越えた教材であるともいえる
。学習者の情報処理
能力が優れている場合
，このビデオ教材は有効に活用
することができるが
，学習者個々の能力差を考えると
学習結果に格差が生じる危険性がある
。小学校段階で
は情報処理能力の育成の段階であることを考慮し，発
達段階に応じた配慮が必要になってくる
。この教材を
使いこなすには
，学習者の能力育成と教師の手だてが
重要課題になるといえる。
２．転換的構成形態の社会科ビデオ教材事例
転換的構成形態をとる『情報の学習』を目的とした
ビデオ教材には「情報着目
」７事例だけである。そこ
で
，匚情報着目］の中から典型事例として東映制作の
厂農業生産と輸送」の第１シークエンスを抽出し分析
する。
（1）活用目的
このビデオ教材における制作意図は，厂野菜づくり
から野菜の輸送方法に話題を転換し
，学習者に輸送問
題に注目させる
」のでである。また，活用においては，
厂ビデオ教材の視聴をとおして学習者が野菜の輸送に
興味
・関心を持ち，自ら学習しようとする意欲を持た
す
」という目的を持っている。このことからこのビデ
オ教材は
，学習者がビデオ情報を晴意的にとらえ情報
の変化に着目し
，自ら学ぼうとする意欲を喚起させる
ことを目的とした教材である。
（2）構成形態
この教材を構成している情報をあげると次のように
なる
。匚野菜の収穫」「選別」匚検査」厂課題」匚出荷」
匚トラック輸送」匚フェリー輸送」等の情報から構成さ
れている
。これらの情報は，整理すると匚野菜づくり
に関する情報
」匚制作者の意図の現れた課題」「輸送」
関係の三つに分けることができる
。また，この教材は
「野菜づくり
」の情報から「輸送」に関する情報に転
換している
。このことからこのビデオ教材は話題を転
換する『転換』の形態をとった教材である。
構成形態　図Ⅲ－2
（3）特性と課題
このビデオ教材は
，情報の転換を図ることにより学
習者が動因的情報による情意的な情報着目をとおして
学習者に学習意欲を喚起する目的で制作されている
。
さらに，情報転換という構成形態から学習者が主体的
－30－
に異質な二つの情報を得，新たな方向への学習視点に
気づき学習の方向を転換させていくことができる教材
といえる。そのことから情報への着目が容易にできる
教材であるといえる。しかし，制作者の学習内容に沿っ
て学習者が興味づけられ，着目させられている面 もあ
る。そこで，この教材は学習者主体の授業構成を組み
学習者はその範囲内で主体的に情報活用を行う二面性
を もつ教材ということができる。学習者が情報を得，
自ら学ぼうとする意欲をこのビデオ教材から得ること
ができる可能性から，『情報の学習型』 に位置づ けて
はいるか完全に学習者の主体的な情報活用を保障して
いるとはいえない教材である。
３．並立的構成形態の社会科ビデオ教材事例
並立的構成形態をとる『情報の学習』を目的とした
ビデオ教材には 匚情報着目」８事例と「情報の選択」
５事例をあげることができる。そこで，「情報選択」
の中から典型事例として，宮城県古川管内大崎録画教
材グループ制作の 厂駅ではたらく大たち」を抽出し分
析する。
（1）活用目的
この教材の活用目的は，「ビデオ教材を使って， 見
学学習の代 わりに地域に根ざした駅 の様子を取材し教
材化して授業の中に生かすことを目的として制作した」
となっている。次に授業での活用目的は「普段，何気
なく利用している駅の中で，私たち乗客の安全を考え
ながら真剣に仕事をしている駅員さんの努力や工夫を
具体的にとらえさせたい」となっている。さらに，情
報活用としては，「駅の人の仕事でいちばん心に残 っ
た事柄を出し合う」となっている。このことからこの
ビデオ教材は情報の選択を目的とした教材である。
（2）構成形態
この教材を構成している情報 は，駅の仕事を各部所
ごとにとらえ，匚改札口ではたらく大」厂プラットホー
ムではたらく大」匚切符売り場ではたらく大」匚管制室
ではたらく大」匚貨物関係ではたらく大」「案内所では
たらく大」などの情報をあげることができる。この教
材に提示されている情報は制作者の意図を排除し，よ
り素材に近い情報で構成されている。また，これらの
情報はそれぞれ独立レ晴報相互の関係にはいっさい触
れていない。 このことからこのビデオ教材は並立の形
態をとった教材である。
（3）特性と課題
この教材は，並立的な構成をとっていることから，
多 くの情報を提示することができ，その中から共通テー
マ「仕事」に関する情報を選択するようになっている。
特に，学習者の興味・関心の高い情報を抽出させるこ
とから学習者の主体的な活動を保障している教材とい
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える。また， この教材は情報分析をとおして情報相互
の関係から共通性を求めたり，違いを見つけたりする
目的で活用できる可能性をもっている。しかし，ここ
では単一情報を選択するだけの活用しかなされていな
い。このような活用しかできない原因として，構成に
おける多くの情報を網羅的に組み込む点をあげること
ができる。そのため，情報選択の視点の焦点化がしに
くくなり学習者の情報処理能力をこえた構成になって
いる。このことから，この構成形態をとる場合，情報
の精選や吟味が重要になってくる教材である。
４．対比的構成形態の社会科ビデオ教材事例
対比的構成形態をとる『情報の学習』を目的とした
ビデオ教材には「情報分析」５事例をあげることがで
きる。そこで，「情報分析」の中から典型事例として，
瀬戸市視聴覚研究会制作の 匚陶土のある町」を抽出し
分析する。
（1）活用目的
この教材の制作意図としては，「 この教材を制作す
るにあたって，児童の実態を調べ，郷土に対する愛着
や理解を自ら育てることを目的に制作する」となって
いる。また授業においては，「ビデオ視聴を とおして
得た情報（良質の陶土の成因や陶土採掘の現状，陶土
の減少）等について話し合い，陶土枯渇と焼き物産業
の発展に関する問題意識を持たせ，その解決策を考え
る」となっている。 この教材の活用目的は，陶土と町
や産業の発展に着目して，現状理解のための情報を選
択し，さらに，情報分析をとおして問題点を明確にし
たり，その問題点を学習者自らの思考判断で探求する
ことをねらいとしている。このことから，このビデオ
教材は学習の深化・発展のために情報の分析を目的と
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した教材である。
（2）構成形態
この教材を構成している情報は，「陶土と良質の陶
器の関係」「陶土が枯渇してきているという現状」厂陶
土減少に対する新たな対策」「良質陶土の存在と対策」
があげられている。 これらの情報を具体的にみると
厂陶土の現状」としては，「数十年で枯渇する」「‾採掘
できる場所が減ってきている」といったことがあげら
れている。さらに，「新たな試み」として「粗悪な原
- 陶 土 の存 在
市街地に存在
移 転 問 題
市民の生活か町の繁栄か
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料を加工する技術が開発されている］という情報をあ
げている。F‾陶土の存在と対策として」 これまで提示
した情報とは相異なる「自分達が生活している市街地
の地下には，まだまだ陶土がたくさん存在しているこ
と，数年前から中学校を移転して陶土を採掘している
こと」をあげている。そこで，この教材では，これら
の「‾現在，採掘している所の陶土の枯渇問題」と「市
街地に存在している陶土の問題」という二つの情報を
対比させている。このことから， このビデオ教材は，
相反する情報を提示する『対比』の形態をとった教材
である。
（3）特性と課題
このビデオ教材は，相反する二つの情報を提示する
ことで，学習者が社会事象における矛盾に気づき，情
報を分析する中で，「‾地域に住む自分達 の生活を とる
か」匚これからも瀬戸物の町としての繁栄を とるか」
という課題を引き出し，学習者自らの思考判断を問う
教材であるといえる。さらにこの教材は，学習者の主
体的な情報選択や分析を保障していながら，共通の課
題を見い出すことのできる教材である。学習者がビデ
オ教材における情報を主体的に活用する中で，情報の
判断をとおして学習への着目や学習のために必要な情
報を選択し，さらに，学習者一人ひとりの思考判断に
伴う情報分析を保障できる教材である。
以上，４つの典型事例の分析をとおして学習者の主
体的な情報活用を保障できる構成形態としての視点を
あげると次の３点をあげることができる。
①学習者による主体的な情報選択や思考判断を保障
できる順接・並立等の構成形態をとる。
②学習者の情報処理能力を考慮し，事象相互の関係
を明確にできる対比などの構成形態をと。
③情報分析を通して学習を深化発展できる構成形態
をとる。
IV. おわりに
今回，小学校社会科ビデオ教材における活用目的と
構成形態の関わりからその特性を実証することができ
た。ビデオ情報は今日の情報化社会の中で貴重な映像
情報として活用分野が広がっていく傾向にある。すな
わち他メディアとの関わりという新たな視点が生じて
いる。そこで，完成されたビデオ教材だけでなく他メ
ディアに組み込まれるビデオ素材そのものを研究対象
とした研究や素材提供のシステムづくりが今後の課題
として残されている。
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